
粗繊維と蒸葉温度を指標とする蒸機操作 
 

［要 約］ 

蒸機の操作条件を設定するために必要な生葉の熟度等の判定には、生葉の粗繊維（ここで

は灰分を含む中性デタージェント繊維）が、また、蒸葉温度は、蒸熱状態を判断し蒸機の操作に

反映させる指標として利用でき、生葉投入量との関連が強い。 
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[背景・ねらい］  

蒸機の操作は、熟練者が生葉の硬化程度により熟度等の特性を判定して設定し、得ら

れた蒸葉についても手にもった温度等の触感により操作の適否を判断し、修正を加えるこ

とにより適切に管理されている。 

  そこで、熟練者の判定に代わる指標として、熟度等は生葉の粗繊維を表す、灰分を含

む中性デタージェント繊維含有率（以下 NDF+Ash）を、蒸葉温度は放射温度計による測定

値を用いることで、熟練者の判断を数値化する。 

[成果の内容・特徴］  

１． 生葉の熟度等の特性を、熟練者が判定し行う適蒸し状態の蒸機操作条件と、生葉の

NDF+Ash との間には、一定の関係が見られ、特に生葉投入量や胴傾斜角度との関連

が強い（図１）ことから、NDF+Ashを生葉の熟度の指標とすることができる。NDF+Ashに

応じた蒸熱条件の設定例は（表１）のとおりである。 

 

２． 蒸葉温度は、蒸し胴から排出され直角に配置された冷却コンベヤ上に落下（胴から 38 

～48cm下）した直後の蒸葉を、真上から放射温度計（TASCO THI-700）で測定する。 

 

３． 放射温度計で測定した蒸葉温度には、蒸熱状態の適否を判断する蒸葉の温度等の触

感が反映され（図２）、かつ生葉投入量との関連が強い（表２）ことから、生葉投入量の

適否を判断する指標として利用できる。 
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[成果の活用面・留意点］  

１． この成果の生葉の NDF+Ashは、生葉を殺青、乾燥、粉砕した試料を、静岡製機 GT-8

で測定した値である。簡便に生葉を直接測定する生葉判定機（カワサキ機工 LGS-2等）

を用いる場合は、測定にあたって校正が必要である。 

２．蒸葉温度を測定する放射温度計は、排蒸や外気の影響を受けない場所に設置する。 

［具体的データ］ 
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